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１．はじめに －研究の背景とねらい－

棚田を中心とした田園景観のすばらしさと棚田米の美味しさは、都市住民をはじめとす

る消費者に高い評価を定着させてきているが、農業者の高齢化と生産基盤条件の不利性か

ら、一般に棚田と称される急傾斜地水田の耕作の継続が危ぶまれている。一方で、援農や

オーナー制度の導入などに象徴されるように、都市住民との交流や地域での消費者を巻き

込んだ水稲栽培の継続が各地で模索されている。しかしながら、それらの活動が一過性の

イベントの域に留まっていたり、田園景観や農業への関心は高くても、都市に居住する棚

田オーナーの栽培技術や作業時間の限界から、多くの農作業や日常の栽培管理が地域の高

齢農業者の過度な負担となることも少なくない。

そこで、本研究では、住民意向調査やワークショップを通して、多様な職業や年齢階層

の地域住民の棚田保全に関する発意を促すことにより、農業衰退の抑止と持続性の高い地

域資源の保全方策を明らかにするため、棚田の保全管理に関する問題意識の高い集落を事

例として、地域住民が現状の課題を認識した上で、棚田保全に向けた意向の集約方法や合

意形成の要因を考察した。

２．事例地域の概況と棚田の現況把握

香川県小豆島町のＮ集落を事例に取り上げた。集落の人口は約 350 人、半世紀前に比べ

て半減しているものの、近年の人口はほぼ安定している。Ｎ集落では全国にも例の少ない

農村歌舞伎の伝統が受け継がれており、集落行事も盛んで、耕作者の高齢化や後継者の不

在等で耕作継続が困難になった農地が、地域の農業者により耕作されてきた。映画のロケ

地となったことが契機で「虫送り」行事も復活し、また、国際芸術祭に来訪する観光客の

立ち寄りも急増して、棚田景観が貴重な観光資源であることが地域で再認識された。

Ｎ集落には、758 枚の水田が存在した（平成 24 年調査時点）。耕作者の特定できた 533

枚について耕作者の年齢別に整理すると、耕作者が 65 歳以上（調査時点）の割合が 65.5

％を占め、そのうち 32.8 ％は 75 歳以上のいわゆる後期高齢者であった。さらに、棚田地

区は等高線沿いに走る町道等で４地区に大別されるが、標高が最も高く急傾斜地に位置す

る耕作条件の悪い棚田の 90％近くは、65 歳以上の耕作者である。農家単位で整理しても、

回答を得た 42 戸のうち農作業の中心になっている担い手の年齢が 65 歳以上の農家が 58

％、うち 70 歳以上の農家が 21 戸で半数を占め、耕作者の高齢化の深刻化がうかがえた。

こうした状況から、５年後、10 年後の耕作者年齢を想定すると、地域の人口自体の高

齢化も相まって、耕作継続が困難となり放棄地が急増することが予測され、地域住民が無

理なく共有できる棚田保全の具体的方策の確立が急がれる。
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３．意向調査の実施と棚田保全ワークショップの開催

平成 24 年 8 月に実施した、Ｎ集落に棚田を所有する農家 21 戸の意向調査の結果を整理

すると、高齢化等で農作業が続けられなくなった時の引き継ぎ先として、「家族やＮ集落

の住民」による継承を希望する回答が最多で各８件（複数回答）であったが、次いで「棚

田や地域を大切に考えてくれる人」が７件、「公的機関の保証する人」が６件で、棚田保

全に行政による多様な支援と多様な担い

手の発掘が重要であることが明らかにな

った。また、「地区の棚田を出来るだけ

多く守っていくべきである」とする意見

が 21 戸中 11 戸と過半を占めた。

地域外からの来住者に期待することに

ついての設問には、「棚田の保全活動」

や「米作り」のほか、「伝統行事の担い

手」としての期待も大きいことが回答か

ら明らかになった（図１）。 図１ 地域外の人に期待する役割

一方、地域の高齢農業者らは、棚田を Fig. 1 Role Expected of People Outside the Region

守る活動で自分たちが担える役割を、棚田地区での耕作（９件）や共同作業全般（12件）

としている回答が草刈りや水路清掃のみ（それぞれ５件、６件）という回答よりもはるか

に多く、地域外の人と協働した棚田保全の実現可能性が高いことが示唆された。

こうした実態を背景として、地域住民の発意と提案に基づく棚田保全に向けたワークシ

ョップを平成 24 年 8 月から翌年１月にかけて３回開催した。第１回は、棚田の実情を共

有するとともに、参加者が棚田を核とした地域の将来像を「期待」や「夢」として自由に

述べ合うことに主眼をおいた。そして、これらを地図上に整理して地域の宝物や解決すべ

き課題を共有した第２回のワークショップでは、意向調査結果も踏まえて観光客や移住者

など外部の人にも役割を期待して協働しながら棚田を保全していく選択肢が、地域住民自

身から提案された。地域住民自身による「夢の実現に向けた始動」である。

第３回のワークショップは、棚田保全に向けた数多くの提案や意見について、「耕作環

境」など分類項目を設定した、取り組みの優先度と自助、共助、公助の整理を促した。こ

うした過程を通して、住民自身ですぐに取り組む事項、行政支援や中長期的な取り組み事

項を住民自身が選択することにより、「これ以上、棚田を荒廃させたくない」気持ちが「ル

ールづくり」や「棚田保全のしくみづくり」へと展開して、リスク負担の軽減を公的支援

で実現するという方向性の確認に至った。

４．住民意向の収れんと合意形成の要因

住民自身の発意でＮ集落が一丸となって棚田保全に取り組むに至った要因を考察する

と、①地元への愛着と誇り、②棚田を守る強い使命感、③外部者を受け入れる協調性、の

存在を指摘することができる。①～③を農作業をしていない農家の後継者も何とか耕作を

継続してきた高齢者も共有できていることが、棚田保全協議会を設立し、農業団体が主催

する顕彰事業の広報大賞受賞にもつながったと判断される。
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問８．地域外の人に期待すること
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